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ハッピードット横浜店の10月1日からの一週間の売上をまとめました。表とグラフは、いずれもエクセルで作成したものです。グラフはエクセルで作成した表を元に作成されています。リンク貼り付けはされていませんので、ダブルクリックするとワードのウィンドウ中上でエクセルが起動し、編集できる点に注意してください。

●売上推移

売上は順調に推移しました。土曜と日曜は、通常の1.5～1.8倍の売上を記録しています。特に横浜店は「プリン」に人気があり、常に上位になっています。一方、新製品のモザイクケーキは売上が伸び悩んでいます。試食コーナーでの人気は高いのですが、それが売上に結びついていないようです。来週は、試食していただいたお客様へのアンケートを実施し、原因と対策を考えたいと思います。なお、モザイクケーキそのものの知名度がまだ不十分であることも大きな要因と考えられますので、本部においても積極的な広告展開、雑誌およびWebサイトでの露出を検討していただけばと思います。

●キャンペーンについて

横浜店では、10月1日から人気商品であるプリンの価格を280円から250円へ約1割程度値下げするキャンペーンを実施しました。その結果、売上個数は約３割アップしましたので、今回の低価格化は成功でした。横浜店はもともとプリンが人気No.1でしたので、お客様の評判もよいようです。中には、価格が安くなったことで、一度によりより多くを購入されるお客様が増えたようです。ただし、今回のキャンペーンは一時的なものなので、キャンペーン終了後に売上がどう変化するか、引き続きリサーチが必要だと思います。

今回のキャンペーンの結果および、キャンペーン後のデータを比較・検討し、プリンの価格を再検討したいと思います。ただし、価格を安くする場合、他店のプリン価格も同様に下げる必要がありますので、他店の同行も考慮する必要があります。来週は渋谷店で10％引きキャンペーンが実施される予定ですので、そのデータを比較・検討したいと思います。

●今後の展開

売上の数値だけを見ると順調に推移していますが、現場からは人気商品が偏りすぎているのでは、という声も聞いております。特にこれまでの経験では、新製品がすくに人気化することが少ない印象を受けていますので、魅力的な新製品の開発および新製品の効果的な露出が、今後の課題だと思われます。

以上





















